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■■  ははじじめめにに  
2015年に、国連気候変動枠組条約締約国会議で合意さ

れたパリ協定では、世界の平均気温上昇を産業革命以前
に比べて2℃より低く保ち、1.5℃に抑える努力をすることを
目標に掲げ、日本の目標として、2030年において、温室効
果ガス46%削減（2013年度比）を目指すこと、さらに50%の高
みに向けて挑戦を続けること、2050年にはカーボンニュー
トラルを実現することを表明した。温室効果ガスの排出が
比較的小さい再生可能エネルギーの利用が全世界で進
められている。 
中でも、レジリエンスの観点から、大規模開発だけでなく、

個人を含めた需要家に近接したところでの自家消費や地
産地消を行う分散型エネルギーリソースとしての、太陽光
発電に対する注目が高まっている。 
しかし、再生可能エネルギーの多くは天候や気候に左

右されるため、その脆弱性は将来の低炭素エネルギー供
給システムの実現性に影響を及ぼす可能性がある。 
本研究では、地球温暖化、気候変動による気温、風速

の変化、日射量の変化などを考慮した将来の太陽光発電
ポテンシャルを評価し、気候変動に対して強い太陽光パ
ネルの設置に貢献することを目的とする。そのため、先行
研究をもとに気候条件に依存する、太陽光発電ポテンシャ
ルを、複数の全球気候モデルをダウンスケーリングした日
本全国の範囲でのメッシュデータを用いて計算し、その変
化を分析する。 
 

■■  活活動動内内容容  
使使用用ししたたデデーータタ  
気象庁AMeDASが提供している観測データと、CMIP6で

使用された３つ全球気候モデル、「MIROC6」「MPI-ESM1-
2-HR」「MRI-ESN2-0」をダウンスケーリングした地域気候
シナリオを用いる。 
太太陽陽光光発発電電ポポテテンンシシャャルル  
 気候変動による太陽光発電への影響を評価する方法

として、Soniaらが2015年に行った研究で使用した太陽光
発電ポテンシャル算出式を用いる。 
 

■■  結結果果  
図１は、2015年から2024年までの10年間の太陽光発電

ポテンシャルの平均値に対して、2041年から2050年の平
均値（左）、2091年から2100年の平均値（右）をそれぞれ比
較したものである。変化パターンは、両時期で定性的にお 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 太陽光発電ポテンシャルの将来変化(%) 
 
おむね等しく、時期を経てその変化が大きくなっていくこと
が分かった。関東地方と北海道地方の大部分で減少し、
中国地方と北陸地方で特に増加するという結果になった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図2 各気象要素の太陽光発電ポテンシャルへの寄与（％） 
左（黄）:日射量の将来変化による影響、中（青）:風速の将
来変化による影響、右（赤）:気温の将来変化による影響 

 
図2は、各気象要素の太陽光発電ポテンシャルの将来変
化への寄与の全国平均値を棒グラフで示したものとなって
いる。太陽光パネルの温度は高いほど発電効率が低下す
るため、気温の上昇は太陽光発電ポテンシャルを小さく
し、風速の上昇は太陽光発電ポテンシャルを大きくする。
日射量の変化による正の影響が最も大きく、次いで気温上
昇による負の影響が大きいことが分かった。日射量の上昇
による正の影響が、気温上昇による負の影響を上回り、今
世紀末には太陽光発電ポテンシャルは全国平均で約1.5%
上昇する結果となった。また、風速の変化による太陽光発
電ポテンシャルへの影響は全国平均で0.05%、最大でも
0.27%であることが分かった。 
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